
果実の追熟評価
〜クライマクテリックライズ〜

センサーガスクロマトグラフSGC®

アプリケーションデータ

マンゴー果実追熟時のエチレン生成量の測定測定事例

マンゴーのクライマクテリックライズ*
容量2.8Lの容器にマンゴーを入れ、2時間の連続測定を行った。
2時間後のエチレン濃度と果実重からエチレン生成速度をnL/h/kgの
単位で計算。同じ果実を毎日2時間測定。

品種Aは2日目から、品種Bは3日目からクライマクテリックライズを確認。
品種A・Bともに貯蔵7日目にクライマクテリックピークを検出。

＊クライマクテリックライズ：
果実の成熟・追熟の途中で「呼吸量（CO2放出）」が急激に増加する現象。
マンゴーは典型的なクライマクテリック型果実である。

厳密にはクライマクテリックライズとは「呼吸量の上昇」を指す用語で
CO₂濃度を測定する必要がある。ただし、多くの場合呼吸の上昇時にエチ
レン生成量も上昇するので、エチレン上昇を測定することでクライマクテ
リックライズとすることも多い。

●	野菜や果物、花から放出される微量ガスをリアルタイム測定
●	1回の試料注入量はわずか5cc
●	濃縮不要で簡単操作
●	短時間測定（4〜8分）
●	連続測定によりガス濃度の経時変化を観察可能（オプション）
●	大気（浄化大気）をキャリヤーガスに使用、高圧ボンベ不要
● JIS K 0315:2022（半導体式微量ガス測定装置による還元性微量ガス測定方法）

SGHA-P3シリーズNISSHAエフアイエス

アセトアルデヒドを8
分の短時間で測定ppbレベルのエチレン
・
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●	 熟成開始点を定量化	 ： 「熟成が始まった瞬間」を定量的に捉えられる
●	 客観・再現性のある成熟評価	 ： 見た目・触感に依存しない「再現性ある評価」
●	 追熟・保存技術の効果検証　	 ： 追熟制御・保存技術の「効果検証」ができる
●	 品種差・個体差の見える化　	 ： 品種差・個体差を「説明できるデータ」に変換
●	 研究から現場まで対応　	 ： 研究用途だけでなく「現場判断」に使える
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型式 SGHA-P3-C1 SGHA-P3-C2 SGHA-P3-A
測定対象ガス
（ppb） エチレン 5〜10,000 エチレン

アセトアルデヒド
50〜10,000
100〜10,000

アセトアルデヒド
エタノール
アセトン
イソプレン

5〜10,000
200〜100,000
20〜50,000
10〜10,000

試料注入量 5cc
測定時間 4分 8分
表示分解能 0.1ppb
価格（税抜） 290万円〜 300万円〜 260万円〜

センサーガスクロマトグラフSGEA-P3は、エチレン・アセトア
ルデヒド・エタノールをppbレベルの低濃度で測定するガス分
析装置です。濃縮前処理を必要とせず、少量のサンプルでリアル
タイムに測定することができます。コンパクトで取り扱いも簡
単なため、農業・園芸分野において、これまで測定が困難だった
低濃度ガスの分析を可能にします。

果実・野菜・花から発生する低濃度ガスを測定

超高感度の半導体式ガスセンサーを検出器に使用し、エチレン・アセト
アルデヒド・エタノールをppbレベルの低濃度から計測することが可
能です。ガス注入操作だけで自動的に測定を開始し、注入後8分で測定
を完了します。測定結果は標準装備のソフトにより、リアルタイムに
パソコン画面に表示されます。エチレン・アセトアルデヒドは10ppb
以下の微量な放出から検出することができるので、エチレン放出量の
少ない野菜類や花などの研究にもご活用いただけます。
※測定対象ガスと測定濃度範囲は機種により異なります。

測定原理

１.試験サンプルを袋などの容器に密閉保存
２.シリンジを差し込み、容器内部の空気を採取
３.採取した空気を、試料ガス注入口からSGCに注入
４.試料注入がトリガーとなり、クロマトグラムを取得開始

操作方法（マニュアル測定）

１.試験サンプルを袋などの容器に密閉保存
２.試料採取用のチューブを容器につなぐ
３.測定をスタートすると、容器内の空気サンプルを自動採取開始
４.採取サンプルを周期的にカラムへ送り、クロマトグラムを取得

操作方法（連続測定：オプション機能）

仕様

＊	操作には別途PCが必要です。


